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上総層群第四紀シルト岩の間隙率および透水係数の有効圧依存性
Porosity and permeability under effective pressure for the Quaternary Kazusa Group silt-
stones
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上総層群は、房総半島中・北部に広く分布する海成の鮮新世‐中期更新生の地層である。上総層群中の泥岩は第１次圧
密段階であり、間隙率は 37.9～55.5%で地質年代が古くなるにつれて減少している（井波, 1983）。また、上総層群の特徴
として高間隙率異常が見られる層準であり、天然ガス鉱床と一致している。この高間隙率異常は、異常高間隙圧によって
生成されたと推定されている。その発達過程については、天然ガスの生成と関連させて議論した研究もあるが、定量的
に十分な検討がなされていないのが現状である。地下深部で異常高間隙圧が保持されると堆積盆地や付加体の圧密の進
行が妨げられ、間隙率や透水係数が減少しない。また、異常高間隙圧は岩石中や堆積層内の流体や石油移動の駆動力と
なり、さらに断層面の摩擦強度にも影響する。このように、異常高間隙圧は様々な現象において影響を与えるため、そ
の発達メカニズムを解明することは重要である。そこでわれわれは、Tanikawaら (2008)の単純な堆積－圧密過程を基盤
とした一次元モデルを基に、上総層群での異常高間隙圧発達メカニズムを検証することを目指している。そのためにま
ず本研究では、上総層群のシルト岩について、間隙率と透水係数の有効圧依存性を室内岩石透水実験を用いて求めた。
間隙率および透水係数の測定には、東邦大学の容器内岩石圧縮変形透水試験機を使用した。岩石試料には、上総層群

の梅ヶ瀬層、大田代層、黄和田層、大原層および勝浦層の露頭より採取した岩石ブロックを直径約 40mm、高さ約 30mm
の円柱形に整形したものを使用した。間隙流体は蒸留水、封圧媒体には油を使用した。間隙率測定では、封圧上昇時に
試料から排出される水の量を測定することで有効圧下の間隙率を推定した。透水係数は、試料両端の圧力差を一定にし、
定常状態における流量を測定することで求めた（定差圧流量法）。それぞれの測定は、有効圧が 0 MPa～35 MPaの 1サ
イクルの何点かの応力条件で行った。
各試料の間隙率は約 34％～42％の値を示した。ただし、大原層の間隙率は大気圧下で 55％と他に比べて高い値を示

した。一方、透水係数は約 10−17～10−18m2 の範囲の値を示した。間隙率、透水係数はどちらも有効圧が上昇するにつ
れて減少する傾向がみられた。また、同じ有効圧でも、有効圧下降時の値は、上昇時の値に比べて小さい値を示す傾向
がみられた。実験の結果に基づき、各層序の岩石について間隙率および透水係数を有効圧との関数として表した。また、
間隙率と透水係数の関係について検討した。
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